
O
細

工

所

跡

有
津
武
貞
の
金
樺
細
見
回
諮
に
云
ふ
。
細
工
所
は
、
岡
嶋
備
中
守
一

吉
屋
敷
た
り
と
-X
ひ
停
ふ
。
今
と
て
も
共
時
の
古
家
作
の
し
つ
ら
ひ

直
し
た
る
も
の
也
と
。
右
は
事
保
十
九
甲
寅
年
四
月
の
筆
記
也
。
三

州
芯
来
因
概
究
附
録
に
一
宮
ふ
。
細
工
所
は
、
共
の
初
め
岡
嶋
備
中
一

吉
の
第
あ
り
し
を
、
城
中
重
臣
の
第
宅
各
城
外
へ
締
出
の
頃
‘
一
吉
田

の
奮
第
は
細
工
所
に
共
の
億
用
ひ
来
る
庭
、
寅
暦
の
火
災
に
掘
り
、

共
の
地
に
再
治
の
邸
中
た
く
、
堂
形
厩
越
に
仮
屋
を
設
け
細
工
所
と
た

す
。
と
あ
り
。
卒
攻
按
宇
る
に
、
葛
巻
昌
興
自
記
に
、
貞
享
五
年
六

月
十
六
日
、
玉
泉
院
丸
御
馬
廻
組
御
番
所
之
事
、
御
用
無
v
之
保
可
昌
差

除
-
回
目
昨
日
被
昌
仰
出
一
今
日
よ
り
差
除
候
一
青
々
。
右
御
丸
御
呑
所
と
ぽ

ち
取
り
‘
此
越
に
御
細
工
所
可
ν
被
=
仰
付
-
之
由
。
且
叉
三
十
人
組
役

所
鶴
丸
に
可
い
被
昌
仰
付
-
皆
也
。
依
v
之
地
形
之
総
固
可
昌
指
上
-
皆
被
=
仰

出
一
御
作
事
奉
行
長
瀬
普
右
衛
門
b
申
渡
す
。
と
あ
り
。
但
し
細
工

所
等
移
縛
の
事
は
、
共
の
後
差
止
め
に
成
り
た
る
か
、
玉
泉
院
丸
に
細

工
所
を
建
て
ら
れ
し
事
所
見
な
し
。
倫
可
=
迫
考
一
細
工
所
の
濫
鰯
は

詳
か
た
ら
宇
。
湯
浅
抵
府
の
務
園
官
職
活
考
に
云
ふ
。
細
工
者
は
、

高
徳
公
の
時
、
高
橋
八
左
衛
門
歩
組
に
て
小
刀
細
工
を
勤
め
、
瑞
髄

a
b
d

，
u
-

金
海
古
蹟
志
巻
五

，1' 

右
は
一
穴
正
十
八
年
北
僚
征
伐
の
時
也
。
訟
も
ふ
に
武
具
細
工
人
は
、向
島

園
初
以
来
多
く
召
し
置
か
れ
た
る
怠
る
ぺ
し
。
叉
湯
湾
民
の
審
園
職

期
智
一
考
K
、
細
工
人
の
名
一
初
め
て
見
ゆ
る
と
い
ふ
高
橋
八
左
衛
門

は
、
加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
は
、
高
橋
七
郎
兵
衛
養
父
入
左
衛
門

は
、
瑞
龍
公
御
代
徒
組
に
被
昌
召
抱
一
虎
樺
検
校
h
三
味
線
の
援
を
倒
、

り
池
候
を
御
斑
被
v
成
、
能
く
細
工
仕
候
と
て
御
供
方
被
v
兎
.
御
道
具

御
用
被
=
仰
付
一
七
拾
石
被
v
下
。
と
あ
り
。
拾
築
名
言
記
に
、
中
納
言

様
御
家
替
後
御
哨
の
衆
、
官
民
は
虎
津
・
松
坂
・
鹿
島
・
小
林
。
と
あ
り

て
、
虎
樺
検
校
は
.
微
妙
公
の
時
ま
で
存
命
せ
し
と
聞
ゆ
。

O
奥
村
因
幡
易
英
蓄
第

此
の
第
地
は
.
岡
嶋
備
中
等
の
奮
第
の
隣
地
怠
る
事
‘
前
瀬
の
古
聞

に
て
著
明
也
。
因
幡
易
英
は
‘
奥
村
伊
浪
守
永
縞
の
次
男
也
。
幼
名

又
十
郎
と
云
ふ
ι
可
児
才
磁
の
番
文
日
記
に
‘
天
正
十
一
年
五
月
十

一
日
、
奥
村
助
右
術
門
尉
を
能
州
末
森
之
城
主
に
被
v
任
‘
嫡
子
助
十

郎
ム
一
男
叉
十
郎
、
父
子
三
人
同
道
に
て
令
昌
入
部
吋
と
あ
り
て
、
奥
村

町
内
氏
》

穏
に
、
佐
々
内
磁
助
成
政
。
率
目
銃
士
一
一
両
人
-
卒
然
来
使
。
息
助
十
郎

登
昌
盤
上
吋
一
射
司
所
v
遁
之
敵
-
而
退
v
之
。
子
v
時
十
四
歳
。
と
あ
り
。
利
家

卿
茜
だ
其
の
武
功
を
賞
し
給
う
て
召
仕
は
れ
、
天
正
十
七
年
利
長
卿

金
滞
官
蹴
志
血
管
五

二
四

公
の
時
細
工
者
に
て
知
行
七
拾
石
被
v
下
。
叉
同
公
の
時
、
北
嶋
儀
左

衛
門
細
工
者
た
り
と
。
回
定
等
共
の
名
頴
然
た
る
初
め
欺
。
細
工
事
行

は
、
慶
長
・
元
和
の
頃
井
上
横
左
衛
門
、
馬
廻
組
に

τ
勘
v
之
と
。
-

香
花
田
〈
‘
大
坂
之
陣
筋
、
微
妙
公
江
戸
よ
り
御
蹄
路
、
越
後
に
て

御
聞
き
、
直
に
御
遺
減
。
共
時
御
細
工
事
行
井
上
機
左
衛
門
法
幡
迄

罷
出
、
御
軍
装
不
=
指
支
-
回
国
申
上
ぐ
る
慮
、
御
感
に
て
御
馬
上
に
て
、

召
さ
れ
た
る
御
道
服
を
御
手
自
ら
下
さ
る
と
云
ふ
。
寛
永
四
年
の
士

幌
K
.
御
細
工
衆
井
上
横
左
衛
門
・
才
所
次
郎
太
夫
と
あ
り
。
是
卸
ち

奉
行
怠
る
ぺ
し
。
井
上
は
正
保
三
年
に
病
死
す
。
共
の
後
武
具
方
・
細

工
方
・
弓
方
・
銭
地
方
と
四
臓
に
分
た
れ
‘
上
奉
行
・
下
奉
行
を
被
v
命。

奉
行
は
四
臓
を
総
裁
す
る
と
也
。
平
次
按
や
る
に
、
村
井
長
明
の
隊

善
鋒
に
、
東
国
御
陣
の
時
、
金
津
を
御
立
被
ν
成
。
則
御
具
足
御
召
侯

時
、
ち
ゃ
う
つ
が
ひ
の
御
頬
営
は
づ
れ
落
候
よ
し
。
共
時
高
木
と
申

す
御
細
工
入
、
御
前
に
居
申
候
。
さ
ゃ
う
の
者
諦
取
候
故
、
御
腰
物

陀
御
手
を
掛
け
ら
れ
、
御
成
敗
可
v
被
b

成
と
思
召
候
へ
ど
も
、
御
堪
忍

被
v
成
候
由
御
意
候
。
左
候
へ
ば
閥
束
御
陣
中
、
太
閤
様
御
前
を
人
々

に
趣
せ
ら
れ
、
悪
し
く
候
。
金
津
に
て
高
木
を
切
り
た
る
が
能
く
候
も

の
を
と
ぷ
慌
迄
度
々
被
a
仰
出
一
御
笑
ひ
被
v
成
。
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
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ヘ
廊
せ
ら
れ
、
関
東
松
枝
・
八
王
寺
の
披
攻
治
よ
び
加
州
大
型
寺
の

城
攻
に
武
功
を
頴
し
‘
大
坂
多
障
に
民
田
丸
に
於
て
錦
地
純
を
被

り
、
家
総
屡
.
加
思
あ
り
て
一
寓
千
百
五
十
石
に
至
り
、
寛
永
元
年
父

伊
浪
守
永
縞
卒
後
.
永
縞
の
隠
居
知
三
千
三
百
石
を
加
へ
、
一
時
四

千
四
百
五
十
石
を
領
し
、
国
務
を
輔
佐
し
、
金
津
府
城
の
留
守
居
た

る
事
凡
そ
三
十
年
。
賞
永
二
十
年
十
二
月
廿
一
日
残
す
。
事
年
七
十

三
。
野
岡
山
碑
文
に
、
詩
集
卿
。
後
改
=
易
英
三
蹴
a
因
幡
↓
元
組
二
年

歳
次
辛
未
某
月
日
。
産
=
於
尾
州
愛
智
郡
荒
子
邑
刊
と
あ
り
。

。
神
谷
信
濃
守
守
孝
醤
第

此
の
第
は
、
英
村
因
幡
第
と
富
田
越
後
守
第
と
の
間
怠
る
と
と
、
前

瀬
の
古
聞
に
て
知
ら
れ
け
り
。
守
掌
は
紳
谷
太
郎
左
衛
門
の
男
.
遇

制
併
を
左
近
と
呼
べ
り
。
文
総
四
年
三
月
廿
七
日

K
.
臭
村
助
右
衛
門

家
踊
と
共
に
叙
傍
し
、
信
浪
守
に
任
じ
、
寛
永
五
年
丹
波
守
と
す
。

武
功
を
以
て
遁
々
・
加
恩
あ
り
て
、
爪
米
地
九
千
石
を
賜
は
る
と
云
ふ
。

寛
永
六
年
六
月
三
日
卒
す
。
享
停
朱
v
詳
と
家
譜
に
あ
り
。
闘
屋
政
春

の
古
兵
談
に
云
ふ
。
紳
谷
信
濃
は
、
利
家
卿
の
子
小
姓
立
に
て
、
御
取

立
た
り
け
る
が
‘
無
類
の
堕
ら
し
き
仁
に
て
‘
茶
湯
者
な
り
。
利
常

卿
御
若
き
時
分
.
信
濃
を
は
じ
め
彼
自
沼
四
・
五
人
へ
御
茶
下
さ
れ
け

二
五




